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４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 令和４年３月３日10時00分
 開催場所 大阪教育大学事務局棟小会議室
５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお，本公表内容は予定であり，変更す
ることがあり得る。
６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 15, 28

 Nature and quantity of the services to be

required : DX‑oriented digital campus in‑

frastructure 1 Set

 Type of the procurement : purchase

 Basic requirements of the procurement :

DX‑oriented digital campus infrastructure

must be configured with followings :

Ｉ Network infrastructure of Wired Cam‑

pus Network

１）Network equipment
２）UTP cable
３）Patch panel
４）Fiber‑optic patch cord
５）Ethernet wall jack
Ⅱ Wireless LAN infrastructure

１）Wireless LAN access point
２）Wireless LAN access point contoller
(For details, refer to the introduction

manual.)

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 15 : 00 31 March, 2022

 Contact point for the notice : Kouji

Nonaka, Contract Section, Financial Af‑

fairs Division, Osaka Kyoiku University,

46981 Asahigaoka Kashiwara‑shi

Osaka 5828582 Japan, TEL 072978
3280

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
令和４年２月 21 日

国立大学法人山口大学長 岡 正朗

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 35
〇第２号
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量 検体搬送システム
一式

 調達方法 購入等
 導入予定時期 令和５年３月
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 検体搬送システムは、検体検査管理シス
テムからの情報に基づいて、検体に前処理
を施し、各測定装置へ自動搬送ができるこ
と。
Ｂ 必要な分析装置を搬送ラインに接続し、
効率化を図った構築ができること。
Ｃ 検体検査システムとして、生化学検査、
免疫検査、血液・凝固検査、薬物血中濃度
検査等を自動でできること。
Ｄ 時間外検査に用いる分析装置は24時間稼
働が可能なこと。
Ｅ 既存の病院情報システムとの連携ができ
ること。
Ｆ 検査管理システムとして、検体搬送シス
テムや検体検査システムから発生する情報
の総合的な管理ができること。
Ｇ 患者の情報保護のため、セキュリティ対
策及びシステムダウン対策が施されている
こと。
Ｈ 外来採血室から検体搬送システムへ検体
を自動で搬送できること。

５ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 22, 31

 Nature and quantity of the products to be

purchased : Specimen transport systems 1

Set

 Type of the procurement : Purchase

 Basic requirements of the procurement :

Ａ Specimen transport systems should

make the preparation of samples and

transport them to analytical devices au‑

tomatically, according to the information

from Laboratory management system.

Ｂ To be able to construct the Specimen

transport systems connected to analytical

device to work effectively.

Ｃ Laboratory analytic system should au‑

tomatically perform biochemical, im‑

munological, hematological and coagula‑

tion tests, and the measurement of drug

blood concentration.

Ｄ The analyzers used for after‑hours

tests should be able to operate 24 hours a

day.

Ｅ Specimen transport system should be

online‑connected to Yamaguchi Universi‑

ty Hospital Information system.

Ｆ As a laboratory management system, it

must be able to comprehensively manage

information generated by specimen trans‑

port systems and specimen testing sys‑

tems.

Ｇ Extreme care should be paid to the se‑

curity of patient information and the pre‑

vention against the system crashing.

Ｈ This systems must be able to automati‑

cally transport specimens from the out‑

patient blood collection room to the spe‑

cimen transport systems.

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 8 April, 2022

 Contact point for the notice : Yoshimasa

Takehara, Procurement, Accounting Divi‑

sion, School of Medicine, Yamaguchi Uni‑

versity, 111 Minamikogushi Ube‑shi
7558505 Japan, TEL 0836222031
E-mail me215@yamaguchi-u.ac.jp

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
令和４年２月 21 日
国立大学法人大分大学理事 桑田 悟

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 44
〇第４号
１ 調達内容
 品目分類番号 14
 導入計画物品及び数量
教育用電子計算機システム 一式

 調達方法 借入
 導入予定時期 令和５年２月
 調達に必要とされる基本的な要求要件
 本システムは、理工学部共創理工学科知
能情報システムコースにおける、情報技術
分野での先駆的役割を担う人材の育成を行
うための様々な教育活動を支援するための
ものであり、次のものから構成されること。
Ａ 基盤システム
Ｂ 教育用システム
Ｃ 実験システム
Ｄ ネットワークシステム
 最新の技術に裏付けられたアーキテク
チャを有し、ここ当面の技術動向に合致し
た先進性の高いシステムであること。
 頑強で、高いセキュリティを持つシステ
ムであること。
 システムとして常に良好な状態で稼働
し、十分な保守支援体制を備えていること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 令和４年３月28日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒8701192 大分県大分市大字旦
野原700番地 大分大学財務部経理課調達グ
ループ３ 得丸未希子 電話0975547383
e‑mail keiyaku3@oita-u.ac.jp

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 令和４年４月８日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒7558505 山口県宇部市南小串
１１１ 国立大学法人山口大学医学部管
理運営課契約管理係 竹原 芳維 電話
0836222031
E-mail me215@yamaguchi-u.ac.jp

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 令和４年２月21日から令和４年
４月８日まで。
 交付場所 上記２に同じ。

４ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
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